
次次世世代代をを担担うう青青年年層層のの声声をを
組組織織のの力力へへ 第92回

定期大会

新新たたなな運運動動方方針針をを確確立立
大
会
は
議
長
団
に
杉
並
支
部

國
枝
代
議
員
、
江
戸
川
支
部
萬

崎
代
議
員
を
選
出
し
始
ま
り
ま

し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
江

森
委
員
長
の
挨
拶
で
は
、「
宮

城
・
福
島
で
の
地
震
に
対
し
て

の
お
見
舞
い
と
今
後
の
支
援
」、

「
2
0
2
1
賃
金
確
定
闘
争
へ

の
お
礼
と
さ
ら
な
る
結
集
」、「
コ

ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る
組
合
員
に

対
す
る
激
励
」
等
に
触
れ
ら
れ

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
7
月
に

控
え
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
、
自
治
労
組
織
内
予
定
候

補
「
鬼
木
ま
こ
と
」
の
高
得
票

で
の
当
選
に
向
け
、
さ
ら
な
る

支
援
を
求
め
る
発
言
が
さ
れ
ま

し
た
。

今
定
期
大
会
に
お
い
て
も
昨

年
に
引
き
続
き
、
来
賓
と
中
央

委
員
の
出
席
は
控
え
て
頂
き
ま

し
た
が
、
自
治
労
組
織
内
議
員

の
え
さ
き
・
岸
両
参
議
院
議
員

を
は
じ
め
と
し
た
各
級
推
薦
議

員
、
友
誼
団
体
や
労
働
組
合
か

ら
多
く
の
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。

一
般
経
過
報
告
は
多
田
書
記

長
か
ら
、
会
計
監
査
報
告
は
田

嶋
会
計
監
査
か
ら
、
渡
辺
書
記

次
長
か
ら
は
2
0
2
1
年
度
会

計
決
算
報
告
、
中
央
選
挙
運
営

委
員
会
報
告
を
原
田
運
営
委
員

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
経
過
報
告
と
会
計
決

算
報
告
で
2
名
の
組
合
員
か
ら

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
練
馬

支
部
松
永
代
議
員
か
ら
は
「
遺

児
育
英
支
援
カ
ン
パ
の
お
礼
と

組
合
の
取
組
み
に
つ
い
て
」、

砧
支
部
の
遠
藤
代
議
員
か
ら
は

「
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
る
が

今
年
度
未
実
施
で
あ
っ
た
賃
金

実
態
調
査
に
つ
い
て
」
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
多
田
書
記
長

の
答
弁
で
は
「
調
査
は
2
年
に

1
回
で
進
め
て
い
る
こ
と
、
今

後
、
必
要
な
調
査
を
議
論
し
、

本
部
と
し
て
出
来
る
も
の
、
業

者
を
通
し
て
必
要
な
も
の
を
見

極
め
て
行
な
う
」
と
ご
意
見
と

し
て
受
け
止
め
、
発
言
が
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
議
事
に
移
行
し
、
第

1
号
議
案
「
2
0
2
2
年
度
運

動
方
針
（
案
）」
を
西
村
副
委

員
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
4
名
の

代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
千
代
田
支
部
武
井
代
議
員

か
ら
は
「
直
営
堅
持
」、
品
川

支
部
神
戸
代
議
員
か
ら
は
「
次

世
代
を
担
う
執
行
体
制
」、
江

東
支
部
山
口
代
議
員
か
ら
は「
安

全
作
業
、仲
間
を
守
る
運
動
」、

板
橋
西
支
部
小
坂
代
議
員
か
ら

は
「
青
年
部
活
動
に
つ
い
て
」

そ
れ
ぞ
れ
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
4
名
の
代
議
員
は
、
今
後

わ
が
組
合
の
運
動
を
担
っ
て
い

く
青
年
層
で
あ
り
、
発
言
は
熱

い
思
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
第
2
号
議
案

「
組
合
費
に
つ
い
て
（
案
）」、

第
3
号
議
案
「
各
会
計
予
算

（
案
）」、
第
4
号
議
案
「
特
別

中
央
執
行
委
員
の
承
認
に
つ
い

て
（
案
）、
第
5
号
議
案
「
統

制
委
員
の
承
認
に
つ
い
て

（
案
）」、
第
6
号
議
案
「
中
央

委
員
・
中
央
委
員
代
理
の
承
認

に
つ
い
て
（
案
）
を
渡
辺
書
記

次
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
号
議
案
の
組
合
費
に
つ
い

て
、
江
戸
川
支
部
の
白
坂
代
議

員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
動
員
等

組
合
活
動
が
縮
小
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
伴
い
組
合
費
の
減
額
の

考
え
は
な
い
の
か
」
が
質
疑
さ

れ
ま
し
た
。
渡
辺
書
記
次
長
か

ら
は
「
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
の

財
産
を
残
す
上
で
も
減
額
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
等
」
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
代
議
員

か
ら
の
発
言
は
貴
重
な
ご
意
見

と
し
て
受
け
止
め
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
議
事
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
4
本
の
決
議
文
が
栗

澤
常
任
、渡
辺（
－
）常
任
、森
田

常
任
、
坂
部
副
委
員
長
か
ら
上

程
さ
れ
採
択
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
全
員
で
確
認
し
、
感
染
予

防
対
策
の
一
環
と
し
て
会
場
の

発
声
は
控
え
、
江
森
委
員
長
の

力
強
い
団
結
頑
張
ろ
う
で
大
会

は
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
で
確
認
さ
れ
た
運
動
方

針
の
下
で
今
後
1
年
間
を
闘
っ

て
い
き
ま
す
。
賃
金
・
労
働
条

件
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
組
織
の
発
展
と
運
動
の
前

進
、
ま
た
次
世
代
を
担
う
青
年

層
の
声
を
組
織
の
力
と
し
、
全

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
一
昨
年

は
文
書
大
会
、
そ
し
て
昨
年
に

引
き
続
き
2
年
連
続
の
規
模
を

縮
小
し
、
時
間
短
縮
を
し
た
う

え
で
の
定
期
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
さ
れ
た
代
議
員
の

皆
さ
ま
に
つ
い
て
は
、
多
大
な

る
ご
理
解
・
ご
協
力
に
対
し
、

執
行
部
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
次
期
第
93
回
大
会
は
従
来

通
り
の
開
催
が
で
き
る
こ
と
を

切
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
栗
澤

紀
和
）

わ
が
組
合
は
、
3
月
20
日
、
連
合
会
館
に
て
第
92
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
度
運
動
方

針
案
な
ど
す
べ
て
の
議
事
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

今
後
1
年
間
の
闘
う
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

今
大
会
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
出
席
者
を
制
限
し
た
う
え
で
時
間

短
縮
、感
染
予
防
を
徹
底
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

▲満場一致で運動方針を確立（第92回定期大会：連合会館） 編 集 責 任
企画・総務局
渡 辺 歩

▲ロシアによるウクライナ侵攻を厳し
く糾弾する江森委員長

▲運動方針を提案する西村副
委員長

▲遺児育英資金カンパのお礼をする松
永委員長（練馬）

第1056号せ い そ う 労 働 者（１）２０２２年３月２９日


